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   Malignant lymphoma of the left testis was seen in a 53-year-old man. Pathologically, the tumor 

cell showed malignant lymphoma of the diffuse, small cell type, especially, of lympho-plasmacytoid 

in LSG classification. Clinically, no other lesions were found. At 26 months following orchiectomy 

with chemotherapy (CHOP regimen: cyclophosphamide, hydroxydaunomycin, vincristine and pre-

donisone) as well as post-operative irradiation (60Co, 30 Gy.), the patient has been doing well with-

out any clinical evidence of recurrence generalization of the tumor.

Key words: The testis, Malignant lymphoma, Plasma cell

　睾丸の悪性 リンパ腫 は,比 較的稀な疾患 であ り,諸

家の報告 ト3)に よれば全睾丸腫瘍の5%内 外 を占め る

* 現:東 京滋恵会医科大学泌尿器科学教室

に過 ぎない。最近,左 睾丸 にみ られた形質細胞への分

化を示 したび慢性 小細胞性悪性 リンパ腫を経験 したの

で,若 干の文献的考察 を加え報告す る.
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症 例

患者:庄 ○卓○,53歳 男性,会 社員

初診:1983年10月6日

主訴:左 陰嚢内容の無痛性腫大

泌尿紀要　33巻 　 1号 　1987年

　 既 往 歴 ・家 族 歴:特 記 す べ き こ とな し

　 現 病 歴:1983年2月 に左 陰 嚢 部 を強 打 した.3月 に

な り左 陰 嚢 内 容 の無 痛 性 腫 大 に 気 付 きそ の増 大 傾 向 を

認め た た め,至 誠 会共 生 中 央 病 院 を 受診 した.同 医 で

左睾 丸 外 傷 の 疑 い で9月10日 に 左 除 睾術 を施 行 した と

ころ,病 理 学 的 に悪 性 リ ンパ 腫 と診 断 され,10月1日

に は遺 残 精 索 切 除術 を施 行 され た,術 後vinblastine,

cyclophosphamide,　 hydroxydaunomycin,　 pepleo-

mycinに よる化 学療 法 を1コ ー ス 行 な い,10月6日

精査 お よび 治 療 を 目的 と して 当科 に 転院 した,

　 現 症:体 格 栄 養 中 等度.眼 瞼結 膜 に貧 血 な く,眼 球

結膜 に黄 染 を 認 め な い.表 在 リンパ節 は 触 知 せ ず.胸

腹 部 に異 常 を 認 めず 。 左 鼠 径 部か ら左 陰 嚢 に か け て約

8cmの 手術 搬 痕 を 認 め た が,左 陰 嚢 内 に腫 瘤 を 触 知

せ ず.右 陰嚢 内 容は 正 常,前 立 腺 は 触 診 上 正常.両 側

足背 部 に前 医 で 行 な った リン パ管 造 影 の た め の約3

cmの 横 切 開 創 を認 め た.

　 入 院時 一 般 検 査 所 見:血 沈:1時 間値4mm,2時

間 値10mm.末 梢 血 　 正常.血 液 像 正 常範 囲.骨 髄

像 正常 範 囲.免 疫電 気 泳 動 で は異 常 沈降 線 を 認 めず.

肝機 能 お よび 腎 機 能正 常.血 清電 解 質 正 常.血 清 総 蛋

白6.49/d1,　 Alb　 3.99/dl,　 AIG　 1.8,　IgG　 1,032　mg/

d1,　IgA　 86　mg/dl,　 IgM　 63　mg/dl.血 中AFPお よ

びHCG正 常.尿 中BJP陰 性.検 尿正 常.

　 放 射 線 学 的 検 査 所見:胸 腹 部 単純 撮 影,全 身骨 単 純

撮影,排 泄 性 腎 孟造 影 正 常.骨 シ ン チ,肝 シ ン チ,

Gaシ ンチ,　RIリ ンパ 管造 影,腹 部 お よ び 骨 盤 部

CTス キ ャ ン像,以 上 す べ て正 常.

　病理学的所見=摘 出 した左睾丸 の大 きさは7,0×2.0

×1.3cmで,割 面 は肉眼的には灰 白色で光沢 に富み,

一部に出血を伴 う腫瘍組 織 が 結 節 状 に 認 め られ る

(Fig,1).組 織学的にはヘマ トキシ リン ・エオジ ン染

色 では車軸状の核が好酸性 の細胞質に偏 在す る形質細

胞 に類似 した腫瘍細胞が主体 を成 し,一 部には大型の

細胞 も散見 され る　(F五9.2).メ チル ・グ リー ン ・ピ

譲灘
Fig.2.　 H-E染 色,×100=車 軸状の核が好酸性の細

　　　　胞質に偏在す る形質細胞に類似 した腫瘍細胞

　　　　が主体 を成 し,一 部 には大型細胞 も散見 され

　　　　る.

醗
Fig.3.メ チ ル ・グ リー ン ・ピ ロ ニ ン染 色:腫 瘍 細 胞

　 　 　 　の 細胞 質は ピ ロニ ン陽 性 を示 す 。
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Fig.1.摘 出標本割面'灰 白色で光沢に寓み,一 部に

　　　　出血を伴 う腫瘍組織が結節状に認 められ る.
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Fig.4.　 IgG染 色:一 部 の 腫 瘍 細 胞 が 染 め だ さ れ て

　 　 　 　 い る(矢 印).
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Table　 1.本 邦睾丸細網 肉腫症例.柏 原 ら6)の報告以降

南　 報告者　　年度　　年令　　患側　　 他臓暴病変 治療 転帰 文献

72

73

74

75

76

77

78

T9

80

81

82

83

84

85

86

8ア

88

89

90

91

92

93

94

95

96

稲田ら

仲野谷

赤坂ら

安遮ら

寺尾ら

寺尾 ら

坂田ら

勝見 ら

朝日ら

武藤ら

荒木ら

荒木ら

荒木ら

中内ら

藤塚ら

松田ら

吉川ら

伊藤ら

岡野ら

鈴木ら

仙賀ら

松田ら

蓮井ら

大西ら

大西ら

tg67

1971

1977

1979

1979

1979

1979

1979

1979

1979

1980

1980

1980

1980

1980

1980

1980

tg81

1982

f982

1982

1983

1983

1985

1985

55

9M

30

69

54

67

67

不明

不明

53

66

77

44

77

28

67

不明

58

49

74

12

65

84

70

74

両側

両側

左

右

右

左

右

両側

両側

右

右

左

右

左

右

左

不明

右

右

右

両側

右

右

右

右

全身 皮下 ・骨

鼠径 リンパ節

後腹膜

(一)

(一)

(一)

精 索

不明

不明

左前頭洞,皮膚,骨

精索 ・鼻咽腔

(一)

舌根部

右側頭葉

不明

後腹膜

不明

(一)

後腹膜

右総腸骨 リンパ節

扁桃

右鼠径部

肝下面

後腹膜

右鼠径部,両 下肢

O・R・C

O・C

O・R・C(COP)

O・R・C(8VCP)

0・C(CPA)

O

O・C(VEMP)

不明

不明

O・R・C

O

O・C(VEMP)

O・R・C(VEMP)

0・R・C(VEMP)

O・R・C(VEMP)

C(VEMP)

O・C(CHOP)

0・R・C(VEMP)

O・R・C(VEMP)

O・C(COPP。BACOP)

O・C(CHOP)

0・R・C(BACOP)

O・C(COPP)

O・R・C(VEMP)

O・R・C

7ヵ 月死亡

1年 生存

生存

7ヵ 月生存

3ヵ 月死亡

1年 生存

生存

不明

不明

不明

4年7ヵ 月死亡

6ヵ 月死亡

1年1ヵ 月生存

2年8ヵ 月死亡

不明

生存

不明

生存

1年生存

1年生存

2年 生存

9ヵ 月生存

4ヵ 月生存

7ヵ 月死亡

1年4ヵ 月死亡

日泌 尿 会 誌,58,562,196T

臨 泌,25,323,1971

日泌 尿 会 誌,68,219,1977

日泌 尿 会 誌,70,957,1979

日泌 尿 会 誌,70,238,1979

日泌 尿 会 誌,70,238.1979

日泌 尿 会 誌,70,239,1979

泌 尿 紀 要,25,243,1979

西 日 泌 尿,41,303,1979

日泌 尿 会 誌,70,372,1979

泌 尿 紀 要,26,153ア,1980

泌 尿 紀 要,26,1537,1980

泌 尿 紀 要,26,1537,1980

日泌 尿 会 誌,71,513,1980

日泌 尿 会 誌,71,1124,1980

西 日 泌 尿,42,!331,1980

日泌 尿 会 誌,71,1111,1980

日泌 尿 会 誌,72,15t2,1981

西 日 泌 尿,44,765,1982

日泌 尿 会 誌,73,65,1982

日泌 尿 会 誌,73,830,1982

西 日 泌 尿,45,1057,1983

西 日 泌 尿,45,1069.1983

泌 尿 紀 要,31,1831,tg85

泌 尿 紀 要,31,1931,tg85

O;高 位除畢術,Rζ 放射 線治療,　C=化 学療 法

μニ ン染 色 では,腫 瘍 細 胞 の細 胞 質 は ピ ロニ ン陽 性 を

示 し(Fig.3),形 質細 胞 系 で あ る こ とが 認 め ら れ る

が,IgG染 色 で は 一部 の腫 瘍 細 胞 に の み 染 め だ さ れ

た(Fig.4).以 上 よ り本腫 瘍 は,形 質 細 胞 へ の分 化 を

示 し,LSG分 類4》で い うdiffuse,　 small　 cell　type,

lymphoplasmacytoidの 悪 性 リ ンパ 腫 と診 断 され た.

　 入 院後 経 過:1983年II月14日 よ りcyclophospha-

mide　 600　mg(400　 mg/M2)a9　 1日 点 滴 静 注.　hy-

droxydaunomycin　 40　mg(27　 mg/M2)第1日 静 注.

vincristine　 l　mg(o.67　 mg/M2)第1目 静 注 .　predo-

nisone　 40　mg(27　 mg/M2)a9　 1～5日 内服 を1コ ー

ス とす るCHOP療 法 を2週 ご とに3コ ー ス施 行 し,

1984年1月5日 よ り腸 骨 リンパ 節か ら労 大 動 脈 リ ンパ

節 領域 にtelecobalt　 30　Gy.を 照身札 た.1984年2

月14日 右 睾 丸 生 検 を 施 行 した が,悪 性 所 見 を 認 め ず,

除睾術 後26ヵ 月 た った現 在 再 発 の徴 候 な く経 過 観 察 中

であ る,

考 察

　睾丸に発生す る悪性 リンパ腫 は,比 較的稀で,諸 家

の報告1～3)によれ ば睾丸腫瘍 中に占め る割合は1～7

%と されている.ま た,MostofiとPrice5)に よる と

睾丸の悪性 リンパ腫はその半数 以上が純粋な細網 肉腫

で,約1/3が リンパ肉腫,残 りはそれ らの混合型で,ポ

ジキ ン病 は厳密 にはない としている.本 邦において も

報告 例の多 くは細網 肉腫で,水 谷 ら2)が52例 を,柏 原

らe)が71例 を集計 してい るが,わ れわれが調べ得た範

囲では以後Table　 1に 示す如 く23例 の 報告 がある.

これ に対 し リンパ肉腫はTable　 2に 示す如 く,1958

年 に宮崎 ら7)が 第1例 を報告 して以来 自験例を含め18

例 のみ で細網 肉腫に比べ少 ない.

　 病理学的には従来悪性 リンパ腫 の分類 として,瀕 胞

性 リンパ腫,リ ンパ肉腫,細 網 肉腫お よびポジキ ン病

の4型 に分けたGall-Malloryの 分類8)があ り,睾 丸

の悪性 リンパ腫 も,Table　 1,2に 示 した ように これ

に従 った報告 が殆 んどであった.し か しその後非 ポジ

キン悪性 リンパ腫 に関 しては形態学的独 自性 と臨床病

態 との関 連性の検討が な され,現 在 ではLSG分 類

あ るいは新国際分類 として のWorking　 Formulation

for　Clinical　Usage9)が 一般 的に 用い られて お り,

Table　 3に 各分類 の対応 を示 した.本 腫瘍はLSG

分類 に よる とdiffuse,　small　cell　typeに 属 し,さ ら

に メチル ・ピロニン ・グ リーン染色 で胞体が ピロニン

陽性 であることよ り,形 質細胞へ の分化 が 考 え られ

た.ま た,形 質細胞腫 との鑑別が問題であるが,IgG

染色 で染めだ された腫瘍細胞 は一部 であ ること,更 に

形 質細胞への分化が未だ十分 に起 きていない細胞 も多

く存在 してい ることよ り形質細胞腫は否定 された.な

お,免 疫電気泳動で血 中M蛋 白は陰性であ ったが,こ

れ は除睾術後の所見 であ り,形 質細胞腫においては,
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Table　 2.本 邦 睾 丸 リ』ンパ 肉腫 症 例

Na　 報告者　 年度　年令　息側　　他臓器病変 治療 転帰 文献

書

2

3

4

5

6

7

8

9

10

判

12

13

14

茸5

16

17

18

宮　崎

林　ら

阿部ら

大内ら

三好ら

小川ら

大場ら

畑地ら

永　田

大原ら

花房ら

吉田ら

吉田ら

和田ら

岡野ら

内　海

井上ら

自験例

1958

1965

1968

1972

1975

1975

19アア

1978

tg78

1979

1980

1981

1981

1981

1982

1983

1983

1985

2

14

14

tl

6

17

74

5

8

3

56

7

57

73

2

8

8

53

両側

両側

両側

両側

両側

右

左

両側

左

両側

両側

両側

両側

右

右

左

左

左

不明

肺門 リンパ節後
腹膜 リンパ節

皮下 ・鼻腔

右大腿 骨

陰茎右眼 窩
,胸 部

(一)

(一)

左眼 窩

(一)

(一)

右鼻腔

(一)

{一)

咽　頭

(一)

(一)

(一)

(一)

不明

O・R・C

O・R・C

不明

O・C(ActD,MTX)

o

O・C(5FU)

O・C(VEP)

O・R・C(VEMP)

O・C(CPA,PSL)

0

0

0・R

O

O・C(VEMP変 法)

0・C(COP.MTX)

O・R・C(VEMP)

O・R・C(CHOP)

不明

7ヵ 月死亡

3ヵ 月生存

不明

20日生存

9ヵ 月生存

3ヵ 月生存

18ヵ月生存

生存

70日生存

不明

20ヵ月死亡

1年 生存

死亡

19ヵ月生存

6ヵ 月生存

6年 生存

26ヵ月生存

日泌 尿会誌,49,276,1958

泌尿 紀要,11,649,1965

日泌 尿会誌,59,926,1968

日泌 尿会誌,63,1ら6,1972

酉 日泌尿,37,528,1975

日泌 尿会誌,66,225,1975

臨泌,31,89,197ア

西 日泌尿,　40,　 150,　1978

西 日泌尿,40,151,197S

日泌尿 会誌,69.947.1979

西 日泌 尿,42,480,1980

日泌 尿会誌,72,460,tg81

日泌尿 会誌,72,460,1981

慈恵 医大誌,96,1034,1981

西 日泌 尿,44,765,薯982

ガ ン新病誌,22919,1983

西 日泌 尿,45,873,1983

本報 告

O:高 位除畢術tR:放 射線治療,C:化 学療法

Table　 3.　 Gall-Mallory分 類,　LSG分 類 お よび 新 国 際 分 類 の対 応 と悪 性 度(須 知 ら4》に よる)

Gall・MaHory分 類 LSG分 類 新国際分類 悪性度

漣 胞性 リンパ 腫

Fotlicular

　 LymphebOastoma

リンパ 肉腫

LymphosarGomo

細絹 肉腫

Rotlculum　 Coll　 Sarco頃a

バ ーキ ッ ト腫瘍

8urkttt'5　 Tumor

1,漉 胞 性 リ ンパ腫

　 Folllculer　 Lympherna

　 r.中 問型

　 Med;um・5Tzed　 Ce随Type

2.混 合 型

　 M冒xod　 Typ8

3.大 細 胞 型

　 Lerge　 Celt　 Type

町。び憧 性 リ ンパ腫

　 Diffuse　 Lymphoma

　 L小 細 胞 型

　 Small　 Cell　 Type

2.中 綱 胞 型

　 Modium。sized　 Celt　 Type

3.混 合 型

　 Mlxed　 Typo

4.大 細 胞 型

　 Largo　 Coll　 Typo

5.多 形 細胞 型

　 PI80morph「o　 Typ●

6。リンパ芽 殊型

　 Lymphobl●5tlo　 Typo

7.バ ーキ ・ント型'

　 Burk;tt　 Typ6

三ii{脂7　

ii継粘7　
G。D;ffuse.　 large

H」lmmuneblast1c

1・Lymphob隔5t;c

J.Smatl　 nenclea》od 7hig"　 g'ade

その腫瘍細胞質量 が1009を 越 え なけれ ば血中M蛋

白が陽性にはな らないといわれ1。),血中M蛋 白陰性は

形質細胞腫の鑑別点 にはな らない と考 えられた.以 上

の所見 よ り,本 症例 は大場 らの報告例3)に 類似す るも

ので,過 去に報告された睾丸悪性 リンパ腫 のなかで も

特有 なものである と思われた.

　 Growingii)は 睾丸悪性 リンパ腫 について,睾 丸以

外 に病変がな く,除 睾術後数年間再発の兆 しがな く患

老 が生存 した場合皐丸原発 と言 えると している.本 症

例は除睾術後26ヵ 月 しか経過 していないが,臨 床的に

睾丸 以外 に明らかな病変を認 めず再発 もない ことか ら

一応睾丸原発 と判断 してい る.し か しなお厳重な経過

観察を行なってい る.



結 語

清 田 ・ほか ゴ睾丸 ・悪性 リソパ腫

　 1)53歳 男 性 の 左 睾 丸 悪 性 リン パ腫 を 報 告 し,若 干

の文 献 的考 察 を行 な った.

2)本 腫 瘍 はLSG分 類 で い うdiffuse,　 small　 cell

typeで,t形 質 細 胞 へ の分 化 を認 め た.

　稿を終わるにあたり,御 校閲を賜った東京慈恵会医科大学

泌尿器科学教室,町 田豊平教授に深甚なる謝意を表します,

なお本論文の要旨は第424回 日本泌尿器科・学会東京地方会に

て報告した.
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